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１ 主題設定の理由

真庭市 小学校 ２１校

新庄村

中学校 ７校

ほとんどの学校が小規模校で，全体の半分に
あたる１４校がへき地・複式の学校である

計 ２８校



【真庭支部の現状】

少子高齢化が進んで，地域の教育力が
弱くなっている

「地域とともにある学校」と「学校を核とし
た地域づくり」の実現に向けて

学校運営協議会と地域学校協働活動を
活性化させていく



【学校運営協議会と地域学校協働活動の現状】

これから立ち上げる学校や取組年数の浅い学校
→先行して実施している学校の取組を参考

取組の年数の違いにより，先行して導入している
学校とこれから立ち上げる学校とがあり，困り感
や課題となっていることが学校によって大きく違う

真庭支部内の学校は規模も取組年数も様々
→同じような規模や取組年数の学校の取組を参考



どのように研究を進めていくのか？

ＩＣＴの活用

各校の取組状況の共有化を図ることで取組の
参考とする

情報交換の場としての活用を図り，共有化され
たデータベースによりいつでも閲覧できる環境
を整える



２ 研究のねらい

真庭支部内の取組を共有し，そのデータベー
スを活用することで，学校運営協議会と地域
学校協働活動の運営をスムーズに行う

学校運営協議会と地域学校協働活動の活性化

地域の教育力の向上



３ 研究の経過

(1) １年次【令和３年度】

① 研究主題の設定

② 研究内容の検討

③ 情報交換および現状の問題点と
課題の考察



(2) ２年次【令和４年度】

② グーグルサイトを活用して情報共有サ
イトの作成

③ 情報共有サイトを参考にして各校で実施

④ 講演会（学校運営協議会と地域学校協働
活動について）の開催

① 各学校における取組の情報交換・意見
交換



(3) ３年次【令和５年度】

② 情報共有サイトを参考にして各校で実施

③ 成果と課題

① 各学校における取組の情報交換・意見
交換



４ 研究の概要

(1) グーグルフォームを活用して各校の取組状況
調査の実施

① 各校の取組状況調査の実施

② 調査結果をもとに情報交換・意見交換

③ 先行実施校への質問項目の決定

④ 先行実施校３校の事例のデータベース化



① 各校の取組状況調査の実施

学校運営協議会と地域学校協働活動について
各校の取組状況を把握するために

グーグルフォームを活用して各校に調査を行い，
その結果をグーグルスプレッドシートを活用して
集約してデータベース化をした



【調査内容】

学校運営協議会と地域学校協働活動について

・設置の有無

・設置への働きかけ

・取組年数

・取組回数

・成果と課題



調査結果のグーグルスプレッドシート



② 調査結果をもとに情報交換・意見交換

調査結果をもとに，教頭研修会で学校運営協
議会と地域学校協働活動について，グループ
に分かれて情報交換・意見交換

成果も見られたが，いろいろな課題も見つかる



【成果】

○津山教育事務所の方に来ていただき，学校
運営協議会についての説明を受けた。そのこ
とによって学校運営協議会で熟議が行われる
ようになった。

○学校運営協議会は４年目で，昨年度は「子ど
もたちにどんな力をつけさせるか」についての
熟議を行うことができた。

○何から手をつければよいかわからない状態で
あったが，グループの中の学校運営協議会
が既に４年目の学校の取組が参考になった。



【課題】

●まだ学校運営協議会が以前の学校評議員
会を引き続き行っているような感じがする。

●昨年度から学校運営協議会を行っているが，
学校側と学校運営協議会委員との温度差が
ある。

●来年度から学校運営協議会を行う予定で，
今は準備委員会で話を進めているが不安で
ある。

●地域学校協働本部がないので，活動が全然
できていない。



③ 先行実施校への質問項目の決定

グループ協議で見つかった課題

学校運営協議会と地域学校協働活動の先行
実施校の取組が問題解決に効果的である

どのように取り組んでいくか？

先行実施校３校決定・質問項目の決定



【質問項目】

○学校の取組について，地域の方にどのよう
に理解や協力してもらうか？

○学校運営協議会の人選は，どのように行う
のがよいか？

○「学校・家庭・地域」を，どのように連携して
いったらよいか？

○「地域学校協働本部」との関係について？



【質問項目】

○「学校」と「学校運営協議会」の温度差をなく
すために，どうしたらよいか？

○年３回の「学校運営協議会」のみのつなが
りにならないようにするための工夫は？

○地域学校協働本部の組織について，学校
が事務局も兼ねているので，何かよい方法
はないか？

○その他，何か効果のあった取組や事例があ
ればお願いします。



これらの質問項目について，先行実施校３校
に「成功した事例」「工夫した事例」について
グーグルフォームで回答

その結果をグーグルスプレッドシートを活用して
データベース化

④ 先行実施校３校の事例のデータベース化



先行実施校での取り組みの紹介



(2) 講演会の開催

学校運営協議会と地域学校協働活動に
ついての知識を深めるために

津山教育事務所の生涯学習課長を講師に
招いて，『地域学校協働活動と学校運営協
議会の連携・協働 ～これからの学校・家
庭・地域のあり方を考える～』についての講
演会を開催





【講演会を聴いての意見・感想】

以前の学校評議員の流れが残っていて，
学校運営に関して「～な教育をしてほしい」
「～な子どもの姿が見られるような教育活
動をしてほしい」という意見が出てくる。しか
し、今日の話を聞いて，そうではなく「○○
な子どもの姿が見られるように，地域はど
んなことができるのか考える会」にしなけれ
ばいけないのだなと思いました。



【講演会を聴いての意見・感想】

地域学校協働活動と学校運営協議会に
ついて理解を深めることができた。真庭
支部内だけでなく，他の地域の活動も紹
介していただき，具体的なイメージを持つ
ことができてよかったです。実際に推進員
の苦労や喜びの声を聞く機会があれば
嬉しいです。



【講演会を聴いての意見・感想】

来年度のスタートに向けて，学校運営協
議会と地域学校協働活動の違いと働きが
明確になりました。とても分かりやすく話し
てくださり，改めて何をどうするのかにつ
いて準備委員会で相談し，また目指す子
ども像について熟議していきたいと思いま
す。



先行実施校の回答をデータベース化してクラ
ウド上で管理することで効率化を図るために

各校の情報について追加や変更をリアルタイ
ムで可能とすることで，素早い情報の共有化
を実現するために

何か質問があったり困ったことがあった際に
気軽に相談ができるために

(3) 真庭支部教頭会のサイトの作成

『真庭支部教頭会のサイト』の作成



真庭支部教頭会のサイト



真庭市と新庄村で情報共有することがで
きなかった

① 真庭市と新庄村の情報共有が可能

サイトを作成することで行政を超えて共有
することが可能となった



学校運営協議会と地域学校協働活動を
推進する中で，質問や困り感が出た場合

② 相談部屋の作成

問い合わせ先（グーグルフォーム）の作成

サイト内にいつでも質問できる場所（グーグル
スプレッドシート）の作成



相 談 部 屋



学校運営協議会と地域学校協働活動に
ついて調べたい場合

③ リンクの貼り付け

参考・活用できそうなサイトやページのリンク
の貼り付け

【 内 容 】
文部科学省サイト，コミュニティ・スクール，
学校と地域で作る学びの未来 等



文部科学省・経済産業省サイトリンク



自校での取組実践をあげる

④ 取組実践の事例

真庭支部内で共有して，それぞれの学校で
参考にする



湯原学園の取組実践



新庄学園の取組実践



コミュニティ・スクール通信



コミュニティ・スクール新聞



４ 研究の成果と課題

(1) 成果

○『真庭支部教頭会サイト』を作成して，ＩＣＴ
を活用することで，各校の取組状況や先進
実施校への質問項目の回答状況等の把
握をいつでも行うことができた。

○取組内容が共有されることで，更に聞きた
い場合は直接連絡をとることが容易に行
えた。



【意見・感想】

・情報を共有していつでも見える状態にする
ことで，困ったときにすぐに調べたりするこ
とができた。真庭支部内は広いので，移動
時間を考えるとＩＣＴの活用は有効であった。
・同規模の学校の取組は参考になり，困り感
も似ているため相談をしやすかった。また，
体制整備や連携の在り方など参考になった。



【意見・感想】

・教頭会サイトの開設により情報交換が容易
になったり、協議グループだけでなく全学校
と情報交換が可能となったりした。また，最
新情報の掲載や他支部の工夫された取組
の紹介なども可能になり，多忙である教頭
の業務改善にもつながった。
・先進校の取組を共有でき，これからスタート
する学校にとっては，具体的な取組を知るこ
とができて参考になった。



○サイトへの投稿が大変少なかった。もう少
し活発にサイト上で意見交換ができればよ
かった。

○ＩＣＴ活用に得意不得意があるので，全員
が十分に活用できなかった。もう少し丁寧
に説明や使い方についての時間を設けれ
ばよかった。

(2) 課題



【意見・感想】

・教頭だけでなく行政の担当者や地域のコー
ディネーター等ともサイトによって繋がること
で更に幅が広がると考えられる。
・教頭自身がその情報を「取りに行く」ようにし
なければ何も起きない。多忙な業務の中で
の優先順位があまり高くなく，今ひとつ「自
分事」になっていない。



【意見・感想】

・ＩＣＴは有効な手段だと思うが，個人により差
があるので，活用研修などみんなで実際に
使う場面があっても良かったと思う。実際の
場面を見ながら使ってみることが良い研修
になる。
・今後，毎年メンバーが入れ替わる中でデー
タベースを効果的に更新・活用していくため
には、研修部を中心としたサイトの運用と
データベースの更新を進め，活用のための
研修の充実を図る必要がある。



ご清聴ありがとうございました。
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